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ABSTRACT The 35 MeV electron linac has been operated during ten years from 1977. The 

18 MeV electron linac which was constructed on 1983 has been used for twin 1inac pulse 

radiolysis system together with the 35 MeV electron 1inac. At present, the 18 MeV 

electron linac is improved on the injector system which consists of two pre-buncher 

cavities (Double Prebuncher)* The results of computer simulation for the new system 

show that the energy spectrum is kept within 1.3 % (ЛЕ/Е) and that the trapping effi­

ciency is to be about 60 %.

東大ライナックの改修計画及び現状報告

< 1 > は じ め に 東 大 3 5 L ライナックは昭和5 2 年に世界で最もパルス幅の短かいビコ秒単 
パルスビームの加速に成功し、ストリークカメラによりそのビーム波形の計測にも成功したсそ 
の後、放射線によるパルスラジオリシス実験を初めとし、今までに、多くの利用に供され成果を 
上げた。過 去 1 0 年間のこのライナックの運転実績をF i g — 1 に示すоまた、今までに利用さ 
れたビームのモードについて分類すると短バルスビーム（ビコ秒シングルビームからパルス幅 
1 O n s 以下まで) の利用が全体の運転時間の8 0 %を占めているということが大きな特徴であ 
ろうоまた、昭和5 8 年頃からツインライナックシステムを試作し、世界で初めてツインライナ 
ックバルスラジオリシスによる吸収実験に成功した。今回、昭 和6 2 年、6 3 年度の2 年計画で 
ライナック改修•整備の予算がつき、ライナック増築建屋も完成したоここでは、この改修•整  
備計画を中心に報告すん
< 2 > 改 修 •整備計画主な目的としては以下の通りである。
(1)過 去 1 0 年間の運転実績のある3 5 M e V ラ イ ナ ッ ク（3 5 L ) を中心として、重要部品 

の改修及び半導体化を図る.

(2)ツインライナックシステムの実験•計測系を中心とした改修♦整備
(3)18Ме V ラ イ ナ ッ ク （1 8 L ) ビームの高品質化を目的とした改修 

各々の項目についての詳細を以下に述べる。
( 1 ) 重要部品の改修•半導体化

(А〉3 5 L 入射部集束コイル焼損のための交換、修理
( B ) 大電力移相器動作具合のための交換、修理
( C ) クライオボンブの更新
( D ) クライストロンパルサー内のサイラトロンドライブ回路の更新•半導体イ匕
(E) 2 8 5 6 M H z パルスアンプキヤビティの更新



(F) 2 8 5 6 M H z パルス変調器回路の更新• 半導体化
(G) 4 7  6 M H z 、 S H B 半 導 体 ア ン ブ（5 0 0 W ) の調整修理

以上、これらは過去1 0 年間近く使用して、消耗、劣化、不具合のものについて交換•修理を行 
ったe また、電気回路で真空管等が使用されているものについて半導体化できるものは半導体回 
路で匿き換えた•

( 2 ) ツインライナックシステムの整備
ツインライナック実験システムにかかせない附属実験設備のオーバ一ホール及び、性能向上の 

ための改造等を行った《 トランジェント•ディジタイザ一及びストリークカメラさらには多波長 
同時計測装置などの改修整備を行い、 また、ツインライナックの相互の磁場の干渉の軽減化、ツ 
インライナックバルスラジオリシストリガ系のコンビュータコントП— ル化も検討中である。
( 3 ) 1 8 M e V ライナックビームの高品質化
現在、 1 8 M e V ライナックはツインライナックシステムとして移動中であるが、こ の 1 8  

M e V ライナックを使用して、F E L 等の予備実験を目的としたビ一ムの質の向上（エネルギー 
スペクトル、エミッタシス、ブライトネス等）のために改修しているф

( A ) 入 射 部 の 改 造 計 画 CF i g —  2 参照）
(イ）低 エ ミ ッ タ ン ス 電 子 銃 の 開 発 （ロ）ダブルブレバンチャ一の追加 
(ハ）入 射 部 ヘ ル ム ホ ル ツ コ イ ル （ニ）電子銃部真空系の強化 

= = ダブルブレバンチャ一方式によるビームバンチングのシュ ミ レーシヨ：/= =

従 来 の 1 8 L はプレバンチャーのないシスチムであったため、当然のことながらそのスぺクト 
ル及びトラッピング効率に関しては十分ではなかった。この改修では新た1こダブルプレバンチャ 
一を採用したので、その改善の効果をシュミレーシヨンで把握した• その結果エネルギースぺク 
ト ル （ДЕ/Е )1 . 3 % 以内に入るものが約6 0 % 近く得られることが分った，F i g —  3 に 
ダブルブレバンチャーの加速管入口での入力位相に対する出力位相とエネルギー（г) のグラフ 
を示す• また、F i g - 4 にその時得られるエネルギースペクトルを示す：
( B ) 電子錢パルサーの製作

従来、独立した電子銃パルサーがなく、クライストロンパルサー出力の一部を分割して電子 
銃に供給していたe 今 回 の 1 8  L 改修の目的では長パルス（4^ 5д s ) のビームの特性が 
重要である，そこでできるだけ平坦度の良い波形を出す電子统バルサ一を製作した@ F i  g 

一6 に得られた電子銃パルサーの波形を示す。
( C ) 2 8 5 6 M H z マイクロ波系の改造

ダブルブレバンチャ一に2 8 5 6 M H z のR F パワーを供給するため、F i g —  6 のような 
シスチムの改造を行った• また、 この系に使用されている位相器及び可変減衰器の駆動は光 
ファイバーを用いたシーケンスコント13—ラーで制御することとしたン

( D ) ビームトランスボート系の改造
(イ）アクПマティックマグネットシステムによるビームと光の相互作用の実験ボートの追 

加• F i g ~ 7 参照 
(а) 9 0° マグネットによるエネルギースペクトル測定系の追加 
(ハ）加速管出口及び9 СГマグネット入口に可変スリットの追加
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(Ё)ビームモニター系の整備
高品質ビームを追求するためにはビームのモニターも重要なチーマである。現在、我々のと 
ころで研究開発を行っているのは、 1つは電流波形モニターであり（この研究会でも報告が 
ある）、他方は、画像処理を用いたビームブロフ7 イルモニターであるо昨年報告した画像 
処理システムではライナックパルスの画像の取り込みに対してタイミングがとれないため、 
取り込み画像の強度の直線性に問題があった，今回、新たにシャッターカメラ方式の採用に 
より、 リニアリティのあるビームブロファイルの計測方法が確立した• 実験ではビームを模 
擬したL ЕD をバルス的に点滅させ、 L E D の発光時間幅を変化させてその強度のリニアリ 
チィを測定した結果、十分満足のいく結果が得られたс ( F i g - 8 )

8 •今後の計画
現在、改修の途中であるため1 8 L のビームは確認できていない•今後の計画としては、進行 

波形の加速管から定在波形の加速管におきかえた場合の実験も計画中である。また、2 8 5 6 M  

H  z の位相検出及びクライストD ンパルサーのP F N 回路の改修も計画中である•
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Ifidino

F i g - 2 1 8  L ラ イ ナ ッ ク の 入 射 部
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ENERGY [MeV]

F i g - 4 ダ ブ ル ♦ ブ レ バ ン チ ヤ 一 に よ る ビ ー ム 加 速 の  

シ ユ ミ レ ー シ ヨ ン エ ネ ル ギ ー ス ぺ ク ト ル の 変 化

Circulator

F i g —  6 マ イ ク ロ 波 系 の 改 造

F i g -  7 ア ク ロ マ テ イ ツ ク • マ グ ネ ッ ト シ ス テ ム

電 子 銃 パ ル サ ー の 出力

PULSE WIDTH ifis]

F i g -  8

シ ャ ツ タ ー カ メ ラ に よ る  

画 像 強 度 の リ ニ ア りチイ一


